










Ⅰ.目的 

 進行性筋ジストロフィー症(以下 PMDと略す)は,古来伝統的に,発症年令,罹患筋の分布,

性差,遺伝形式,経過の緩急などに基づいた臨床的な立場から分類されている。 

 現在なおこの分類については混乱はあるが Duchenne 型 PMD は,stereotypic な病態を

示す亜型として広く認められている。しかし本型 PMD の臨床像として,顔面筋罹患につい

て触れた成書は稀れであり,顔面筋罹患が無いことが本型 PMD の特徴であるとの記載さえ

みられる。 

 著者らは,本型 PMD の多くに顔面筋罹患を認めているので,その臨床的なとらえ方およ

び意義につき検討した。また,他型のジストロフィー症と本型にみられる顔面筋罹患の差異

についても検討した。 


